
この地域には昔から受け継がれている祭り 　　　 田んぼではまだまだ農作業が続いていま

があり、秋は豊作に感謝して獅子舞の奉納 　　　 す！来年の米作りに向けて堆肥を散布。

が行われます。獅子舞とはいっても獅子が 　　　 堆肥は、自家製のもみ殻や米ぬかを熟成

主役ではなく、獅子を退治する天狗が活躍 　　　 させたものと先輩農家の酪農家さんから

します。子供も大人も踊り笛を吹き、今年 　　　 いただいた完熟の牛ふん堆肥。化学肥料

も無事に収穫を終えられた事を神社に報告 　　　 のように即効性はありませんが、大事な

してきました。ともまるは子どもの時から 　　　 土づくりの一環です。

天狗として踊ってきましたが、子年は笛で 　　　 12月は雪が降る前に（無理かな・汗）ト

参加しました！ 　　　 ラクターで田んぼを起こしまくります！

　　　　　　　　　　　　10月から月一で出店している東京でのマル

　　　　　　　　　　　　シェ、11月は珍しく娘も参加して家族そろ

　　　　　　　　　　    いました！赤ちゃんの頃から娘を連れてい

　　　　　　　　　　　　っているので、他の出店者さんからも大き

　　　　　　　　　　　　くなったね！と声をかけられていました。

　　　　　　　　　　    娘もようやくお手伝いができるようになり

　　　　　　　　　　　　私たちも助かりました！又たくさんの方に

　　　　　　　　　　　  来ていただき、その様子をブログにアップ

  　　　　　　　　していますので是非ご覧ください♪

濱田ファームでは、できるだけ農薬を使用しないでお米を育てて   富山で最も多くの世帯で読まれている北日本新聞に、我が

います。一例として、通常２～３回散布される夏の病害虫予防の 　家のキッチンを紹介していただきました！

農薬は一切使用していません。その為、虫が甘いお米の汁を吸い 　驚くぐらいデカデカと掲載されていたので反響は大きく、

黒い斑点が痕になる斑点米（野菜でいう虫食いの穴）が大量に混 　会う方会う方に読んだよとお声をかけていただきました。

ざります。収穫後に色彩選別機という、いち農家が所有するには 　ありがとうございます！！

珍しい機械を通して選別をしていますが、完全に取り除くことは 　誌面ではお米農家らしく、ご飯によってお米を炊く方法を

できません。また、その年の天候や田んぼにより虫の発生状況が 　変えている事をご紹介いただきました。炊飯器から土鍋、

変わる為、お米により斑点米が多く混ざる場合があります。 　琺瑯鍋、圧力鍋。我が家では白米や炊き込みご飯、玄米を

斑点米は食べても問題はございませんが、気になる場合はお手数 　それぞれ違う方法で

ですが、手で取り除いていただければと思います。 　炊いています。

農薬削減と、それによる影響をご理解いただければ幸いです。 　またサツマイモご飯

　のレシピもご紹介。

　多くの方にご飯につ

　いて少し意識してい

土曜日・日曜日・祝日は定休、平日は不定休です。 　ただくきっかけにな

10月から月1でマルシェ出店のため、月曜休みが多くなります。 　ったのでは♪と思っ

また12月22日～1月2日まで冬休みを予定しています！ 　ています。
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濱田ファーム

〒938-0041 富山県黒部市堀切3000-2
※直売所は農作業の合間にあけています。

営業日・時間は不定。ご来店の際は前日までにご連絡ください。

TEL/FAX 050-3430-8050
※電話10-18時頃まで。但し農作業で留守の場合が多い為、

留守電にメッセージを残して下さい！

mail info@hamadafarm.com

HP「タンボマスターへの道」www.hamadafarm.com

「タンボマスター」で検索！

お米の黒い斑点について

ご注文対応の休み・予定表

北日本新聞に掲載！

地域の祭りに東京のマルシェ、田んぼでは堆肥散布の11月！


